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一
、
は
じ
め
に

　
『
山
中
人
饒
舌
』
の
著
者
田
能
村
竹
田
は
、
中
国
の
文
人
画
家
が
説
く

「
詩
・
書
・
画
」
の
三
絶
を
深
く
理
解
し
そ
れ
を
自
己
の
芸
術
に
ま
で
高

め
た
南
画
（
文
人
画
）
家
で
あ
る
。
竹
田
は
現
在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、「
雁
来
紅
群
雀
図
」（
文
化
十
年
、
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）、「
春

秋
山
水
図
屏
風
」（
文
政
六
年
、
白
鶴
美
術
館
蔵
）、「
梅
花
書
屋
図
」（
文

政
七
年
、
出
光
美
術
館
蔵
）、「
亦
復
一
楽
帖
」（
天
保
元
年
、
寧
楽
美
術

館
蔵
）、「
桃
花
流
水
詩
意
図
」（
天
保
三
年
、
大
分
市
美
術
館
蔵
）、「
松

明
治
十
二
年
版
『
山
中
人
饒
舌
』
考

大
和
博
幸

巒
古
寺
図
」（
天
保
四
年
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
数
多
く
の
秀
作

を
描
き
、
後
世
の
画
家
た
ち
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
漢
学
者
で
あ
る
角

田
九
華
が
『
山
中
人
饒
舌
』
の
序
文
で
、「
我
友
田
能
村
君
彝
、
所
謂
胸

中
有
書
、
能
得
古
人
之
心
者
也
、
好
文
工
韻
語
、
而
其
最
得
意
者
画
也
」

と
評
し
て
い
る
よ
う
に
画
の
み
で
な
く
幅
広
い
学
識
を
併
せ
持
つ
文
人

で
、『
屠
赤
瑣
々
録
』（
文
政
十
二
年
）、『
竹
田
山
荘
蔵
書
画
記
』（
文
化

十
三
年
）、『
竹
田
荘
師
友
画
録
』（
天
保
四
年
）、『
自
画
題
悟
』（
天
保
十

年
）
な
ど
絵
画
に
関
す
る
著
述
が
多
か
っ
た
が
、
漢
詩
・
印
章
・
茶
道
・

音
楽
・
華
道
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
著
作
物
を
残
し
て
い
る（
１
）。

そ
う
し
た
著
作
の
中
で
版
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
特
に
広
く
世
間
に
流
布



國學院雑誌　第 121 巻第７号（2020年） ─ 2 ─

し
た
の
が
画
論
書
の
『
山
中
人
饒
舌
』
で
あ
っ
た
。『
山
中
人
饒
舌
』
に

つ
い
て
河
野
元
昭
氏
は
、「
絵
画
の
本
質
、
歴
史
、
古
今
の
画
家
の
画
風
、

そ
れ
に
対
す
る
批
評
な
ど
を
随
筆
風
に
綴
っ
て
百
ヵ
条
に
ま
と
め
、
絵
画

に
対
す
る
す
ぐ
れ
た
洞
察
と
見
識
を
披
歴
し
（
中
略
）
わ
が
国
の
画
論
に

お
け
る
最
高
峰
を
な
す
も
の
で
、
も
っ
と
も
広
く
愛
読
さ
れ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る（
２
）。『
山
中
人
饒
舌
』
は
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
正
月
に
刊
行

さ
れ
た
が
、
画
論
書
の
秀
作
と
し
て
画
を
学
ぶ
人
た
ち
か
ら
の
継
続
的
な

需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
四
月
に
再
度
版
行
さ

れ
て
い
る（
３
）。

　

画
論
書
は
急
激
に
利
用
が
増
加
す
る
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
で
は
な

か
っ
た
か
ら
、
江
戸
期
に
お
け
る
版
行
は
上
記
の
二
版
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
突
然
の
よ
う
に
七
種
の
『
山
中

人
饒
舌
』
が
版
行
さ
れ
る
。
筆
者
は
過
日
あ
る
古
本
屋
か
ら
、
こ
の
件
に

関
わ
る
と
推
測
さ
れ
る
書
込
み
を
有
し
た
本
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
入
手

本
を
手
掛
か
り
と
し
て
七
種
の
本
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
何
故
こ
の
時
期

に
多
く
の
『
山
中
人
饒
舌
』
が
製
作
・
版
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
明
治
十
二
年
版
『
山
中
人
饒
舌
』
七
種
の
書
誌
事
項

　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
数
多
く
の
『
山
中
人
饒
舌
』
が
版
行
さ

れ
た
理
由
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
の
違
い
を
調
査
し
明
確
に

す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
う
の
で
、
以
下
に
詳
細
な
書
誌
事
項
を
記
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
、‌�

小
本
縦
長
本
型
式　

大
き
さ
（
平
均
値
）
…
縦
十
七
、五
セ
ン
チ
×

横
九
、五
セ
ン
チ

あ
、
書
型
…
小
本
縦
長
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
八
字
×
八
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
十
八
丁
、
下
巻
一
～
廿
一
丁

題
箋
…�

単
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
上
、
山
中
人
饒
舌

下

標
題
紙
…
竹
田
生
著　

小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
竹
田
荘
蔵

標
題
紙
裏
…
天
保
六
年
歳
次
／
乙
末
春
正
月
刊
／
呉
橋
春
刻

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終
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評
語
…
本
文
欄
上
朱
刷

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫

板
心
…
黒
魚
尾

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月
原
版

明
治
十
二
年
三
月
四
日
翻
刻
御
届

原
版
主　
　
　

田
能
村
氏
蔵
版

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
平
民

翻
刻
者　
　
　

米
原
覺
之
助

　
　
　
　
　
　

‌�

府
下
西
区
立
売
堀
南
通
リ
二
丁
目
／

四
十
七
番
地

　
　
　
　
　
　

仝

発
売
人　
　
　

小
谷
卯
兵
衛

　
　
　
　
　
　

仝　

東
区
備
後
町
四
丁
目
三
十
番
地

　
　
　
　
　
　

仝

仝　
　
　
　
　

山
口
恒
七

　
　
　
　
　
　

‌�

仝　

東
区
北
久
太
郎
町
四
丁
目
五
十
一
番

地

披
見
本
…‌�

筆
者
架
藏
本
・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
・

関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
・
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
・
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本

い
、
書
型
…
小
本
縦
長
本
、
表
紙
…
三
方
折
込
み
表
紙

冊
数
…
乾
（
上
）
坤
（
下
）
二
冊

口
絵
…
竹
田
先
生
像
／
小
斎
田
順
敬
写

本
文
半
丁
字
数
…
十
八
字
×
八
行

本
文
丁
数
…
乾
（
上
）
巻
一
～
十
八
丁
、
坤
（
下
）
巻
一
～
廿
一
丁

題
箋
…‌�

子
持
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
乾
、
山
中
人
饒

舌
坤

標
題
紙
…
竹
田
生
著　

小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
田
能
邨
蔵

題
言
…
藤
沢
南
岳

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

評
語
…
本
文
欄
上
墨
刷

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫
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板
心
…
黒
魚
尾

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付

明
治
十
二
年
第
三
月　

出
版

　
　
　
　
　
　

大
阪
心
斎
橋
通
り
北
久
太
郎
町

　
　
　
　
　
　

柳
原
喜
兵
衛

出
版　
　
　
　

仝　

心
斎
橋
筋
唐
物
町

　
　
　
　
　
　

浅
井
吉
兵
衛

書
林　
　
　
　

仝　

阿
波
座
中
通
二
丁
目

　
　
　
　
　
　

山
本
重
助

　
　
　
　
　
　

東
京
本
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　

岡
田
文
助

取
次　
　
　
　

西
京
寺
町
姉
小
路

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
惣
四
郎

書
肆　
　
　
　

仝　

柳
馬
場
姉
小
路
上
ル

　
　
　
　
　
　

北
村
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

和
歌
山
本
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　

平
井
文
助

披
見
本
…‌�

筆
者
架
藏
本
・
石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
本
・
大
阪
天

満
宮
御
文
庫
所
蔵
本
・
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
上
野

本
館
所
蔵
本
・
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
本
・
早
稲
田

大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本

う
、
書
型
…
小
本
縦
長
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
八
字
×
八
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
十
八
丁
、
坤
（
下
）
巻
一
～
廿
一
丁

題
箋
…‌�

子
持
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
乾
、
山
中
人
饒

舌
坤

標
題
紙
…
竹
田
生
著　

小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
田
能
邨
蔵

序
文
…
角
田
九
華
、
篠
崎
小
竹

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

口
絵
…
竹
田
先
生
像
／
小
斎
田
順
敬
写

題
言
…
藤
沢
南
岳

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

評
語
…
本
文
欄
上
墨
刷

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫

板
心
…
黒
魚
尾
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板
心
書
名
…‌�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付

明
治
十
二
年
二
月
六
日　

御
届

仝　
　
　

年
三
月　
　
　

出
版

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
士
族

出
版
人　
　
　

田
能
村
順
之
助

翻
刻　
　
　
　

東
区
今
橋
五
丁
目
／
三
番
地

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
平
民

発
売
人　
　
　

浅
井
吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　

東
区
唐
物
町
四
丁
目
／
十
番
地

　
　
　
　
　
　

仝

仝　
　
　
　
　

梶
田
喜
蔵

　
　
　
　
　
　

東
区
北
久
宝
寺
町
四
丁
目
／
四
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　

仝

仝　
　
　
　
　

山
口
恒
七

　
　
　
　
　
　

‌�

東
区
北
久
太
郎
町
四
丁
目
／
五
十
三
番
地

披
見
本
…
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｂ
、
特
小
本
型
式　

大
き
さ
（
平
均
値
）
…
縦
十
三
セ
ン
チ
×
横
九
セ
ン
チ

イ
、
書
型
…
特
小
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
五
字
×
七
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
廿
五
丁
、
下
巻
一
～
廿
七
丁

題
箋
…‌�

単
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
上
、
山
中
人
饒
舌

下

標
題
紙
…‌�

竹
田
生
著
／
小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
大
坂　

文
栄

堂

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

題
言
…
山
中
人
饒
舌
／
易
堂
題

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫

評
語
…
本
文
欄
上
朱
刷

板
心
…
無
魚
尾
、
板
心
下
部
…
竹
田
草
堂

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付



國學院雑誌　第 121 巻第７号（2020年） ─ 6 ─

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月　
　
　
　
　

原　
　

版

明
治
十
二
年
四
月
二
十
五
日　
　

翻
刻
御
届

原
版
主　
　
　
　

田
能
村
氏
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
平
民　

翻
刻
人　
　
　
　

前
川
善
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

‌�
東
区
南
久
宝
寺
町
／
四
丁
目
十
九
番
屋

敷

披
見
本
…‌�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
本

ロ
、
書
型
…
特
小
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
五
字
×
七
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
廿
五
丁
、
下
巻
一
～
廿
七
丁

題
箋
…‌�

単
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
上
、
山
中
人
饒
舌

下

題
言
…
山
中
人
饒
舌
／
易
堂
題

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫

評
語
…
本
文
欄
上
朱
刷

板
心
…
無
魚
尾
、
板
心
下
部
…
竹
田
草
堂

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰　

奥
付

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月　
　
　
　
　

原　
　

版

明
治
十
二
年
四
月
二
十
五
日　
　

翻
刻
御
届

原
板
主　
　
　
　

田
能
村
氏
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
平
民

翻
刻
人　
　
　
　

倉
沢
柾
七

　
　
　
　
　
　
　

府
下
東
区
本
町
四
丁
目
／
八
番
地

披
見
本
…‌�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
大
阪

天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
本
・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

所
蔵
本
・
住
吉
大
社
御
文
庫
所
蔵
本
・
東
京
芸
術
大

学
上
野
図
書
館
所
蔵
本
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ハ
、
書
型
…
特
小
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
五
字
×
七
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
廿
五
丁
、
下
巻
一
～
廿
七
丁

題
箋
…‌�

単
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
上
、
山
中
人
饒
舌

下

標
題
紙
…‌�

竹
田
生
著
／
小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
大
坂　

崇
山

堂

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

題
言
…
山
中
人
饒
舌
／
易
堂
題

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫

評
語
…
本
文
欄
上
朱
刷

板
心
…
無
魚
尾
、
板
心
下
部
…
竹
田
草
堂

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月　
　
　
　
　

原　
　

版

明
治
十
二
年
四
月
二
十
五
日　
　

翻
刻
御
届

原
板
主　
　
　
　
　
　

田
能
村
氏
蔵
版

発
行
者　
　
　
　
　
　

青
木
恒
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

大
阪
市
東
区
博
労
町
／
四
丁
目

二
十
七
番
屋
敷

披
見
本
…
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本

ニ
、
書
型
…
特
小
本
、
表
紙
…
切
付
け
表
紙

冊
数
…
上
下
二
冊

本
文
半
丁
字
数
…
十
五
字
×
七
行

本
文
丁
数
…
上
巻
一
～
廿
五
丁
、
下
巻
一
～
廿
七
丁

題
箋
…‌�

単
枠
短
冊
箋
、
題
箋
書
名
…
山
中
人
饒
舌
上
、
山
中
人
饒
舌

下

標
題
紙
…‌�

竹
田
生
著
／
小
竹
散
人
評
／
山
中
人
饒
舌
／
東
京　

文
永

堂

序
文
…
篠
崎
小
竹
、
角
田
九
華

題
言
…
山
中
人
饒
舌
／
易
堂
題

内
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下
巻

鼻
題
…
山
中
人
饒
舌
上
巻
終
、
山
中
人
饒
舌
下
巻
終

本
文
匡
郭
…
四
周
単
枠
、
本
文
罫
…
有
罫
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評
語
…
本
文
欄
上
朱
刷

板
心
…
無
魚
尾
、
板
心
下
部
…
竹
田
草
堂

板
心
書
名
…�

山
中
人
饒
舌
序
、
山
中
人
饒
舌
上
巻
、
山
中
人
饒
舌
下

巻
、
山
中
人
饒
舌
跋

跋
文
…
北
渚
呉
栄
、
後
藤
松
陰

奥
付

嘉
永
七
年
甲
寅
四
月　
　
　
　
　

原　
　

版

明
治
十
二
年
四
月
二
十
五
日　
　

翻
刻
御
届

原
板
主　
　
　
　
　
　

田
能
村
氏
蔵
版

発
行
者　
　
　
　
　
　

武
田
伝
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

東
京
市
京
橋
区
弥
左
衛
門
町
／

十
三
番
地

披
見
本
…‌�

関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
・
慶
応
義
塾
大
学
図

書
館
所
蔵
本

三
、‌�『
山
中
人
饒
舌
』
書
込
み
部
分
の
翻
字
と
記
述
さ
れ
た

文
言
の
信
憑
性

　

筆
者
が
古
書
店
で
入
手
し
た
本
は
Ａ
─
い
本
で
あ
る
。
書
込
み
は
裏
表

紙
に
貼
付
さ
れ
た
白
紙
の
部
分
と
奥
付
の
オ
モ
テ
及
び
ウ
ラ
の
部
分
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
脈
絡
の
な
い
分
散
し
た
ス
タ
イ
ル
の
記
述
形

式
に
な
っ
て
い
る
個
所
が
多
く
、
判
読
し
に
く
い
な
い
し
で
き
な
い
箇
所

が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
故
に
、
ほ
ぼ
文
意
の
通
じ
る
裏
表
紙
の
白
紙
部
分

に
つ
い
て
は
全
文
を
翻
字
し
た
が
、
文
意
の
通
じ
が
た
い
箇
所
の
少
な
く

な
い
奥
付
部
分
に
つ
い
て
は
、
文
意
が
通
じ
か
つ
筆
者
が
必
要
だ
と
判
断

し
た
個
所
の
み
を
翻
字
す
る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、
読
み
間
違
い
が
少

な
か
ら
ず
あ
り
は
し
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
識
者
の
御
教
示
を
お
願

い
し
た
い
。

裏
表
紙
部
分

山
本
重
助
ナ
ル
者
ハ
、
河
内
屋
卯
兵
衛
ノ
手
代
ニ
而
、
書
林
商
ノ
事

ハ
精
ク
存
候
へ
共
、
段
々
身
元
零
落
ニ
付
屡
ハ
賓
ヲ
訴
フ
、
予
恤
ニ

疎
ト
雖
モ
、
昨
二
月
妻
大
患
ノ
際
ニ
、
重
助
強
テ
此
冊
ヲ
改
版
セ
ン

ヿ
ヲ
乞
フ
、
予
賓
ヲ
憐
テ
宥
ス
、
復
予
ニ
出
版
名
乞
フ
、
其
際
予
狼

狽
シ
テ
自
ラ
改
ル
ニ
不
遑
、
従
元
重
助
ハ
書
林
ナ
レ
バ
、
法
則
通
ニ
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致
ス
ヿ
ト
存
候
處
、
豈
斗
ン
ヤ
、
版
名
ニ
予
ガ
出
版
名
ヲ
省
キ
タ
ル

故
ヘ
、
此
ヲ
尋
ヌ
、
重
（
助
）
対
而
曰
、
願
ハ
先
生
ノ
名
カ
リ
テ
為

セ
リ
、
本
ノ
版
名
ハ
此
ニ
而
宜
ト
曰
、
予
書
林
ノ
言
ナ
レ
バ
予
亦
実

ト
ス
、
然
ニ
此
度
尋
問
ニ
及
ビ
予
憤
遂
不
堪
、
予
メ
官
吏
ニ
演
ル
、

官
吏
予
ガ
実
ヲ
演
ル
ヲ
察
而
、
歎
願
可
致
ト
曰
、
案
ル
ニ
重
助
ハ
、

予
ガ
仁
心
ニ
返
シ
テ
、
暗
愚
ト
メ
刷
レ
ル
者
ナ
リ
、
書
林
剛
點
心
ヨ

リ
而
予
其
災
ヲ
受
リ
、
依
官
咎
ル
処
ハ
、
彼
ノ
ナ
ス
処
ニ
在
リ
、
凡

物
ノ
狡
點
心
ヲ
以
テ
、
大
明
ヲ
損
ス
ル
ハ
甚
嘆
哉
、
予
対
テ
明
ニ
彼

レ
再
々
狡
悪
心
ヲ
顕
シ
致
ル
、
以
テ
察
ベ
キ
也

奥
付
オ
モ
テ
部
分

願
書
控
ヲ
不
止
置
故
ハ
、
一
旦
予
ガ
出
版
名
ヲ
仮
（
借
）
而
流
レ
バ
、

願
書
ハ
一
時
物
ナ
レ
バ
、
売
物
ノ
本
ハ
残
ル
ナ
レ
バ
、
書
林
狡
點
心

ヨ
リ
、
出
版
名
ヲ
乗
（
載
）
セ
テ
捌
ン
策
ヨ
リ
起
レ
リ
、
予
可
憎
可

憐
也
、予
ガ
名
ヲ
省
ク
故
エ
ン
ハ
、断
然
書
林
狡
黙
ヨ
リ
起
レ
ル
也
、

其
実
ヲ
官
ニ
上
レ
バ
、
彼
ラ
逃
ル
ゝ
処
ナ
シ
、
此
度
官
ヨ
リ
咎
ル
所

ハ
、
予
ニ
実
ヲ
聞
ク
故
ナ
リ
、
予
不
念
罪
ア
リ
、
彼
ラ
官
ヲ
ア
ザ
ム

キ
、
余
（
予
）
ヲ
愚
労
（
弄
）
ス
ノ
罪
、
小
事
ト
雖
大
ナ
リ
、
出
版

名
ヲ
カ
レ
ラ
奪
イ
テ
、
罪
官
ヲ
ア
ザ
ム
ク
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ

奥
付
ウ
ラ
部
分

遁
か
れ
て
恥
な
き
顔
を
な
す
と
て
も　

心
に
と
わ
バ
如
何
に
こ
た
へ

んわ
つ
か
な
る
ふ
く
よ
り
人
を
ま
と
わ
す
わ　

神
の
と
か
み
を
し
ら
ぬ

く
せ
物

書
込
み
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
大
部
分
は
本
屋
が
行
っ
た
違
法
出

版
に
つ
い
て
の
自
己
弁
明
と
愚
痴
で
あ
る
。
記
述
さ
れ
た
本
屋
に
よ
る
違

法
出
版
が
真
実
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
控
訴
を
行
わ
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
う
が
、
史
料
が
見
つ
か
ら
ず
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
真
実
の
こ
と
で
、
対
象
に
な
っ
た
本
は
書

込
み
が
な
さ
れ
て
い
た
Ａ
─
い
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

四
、
書
込
み
の
記
載
者
及
び
記
載
年
月
の
推
定

　

筆
者
入
手
本
の
書
込
み
に
は
、
記
載
者
を
「
予
」
と
し
か
表
示
し
て
お

ら
ず
、
書
か
れ
た
年
月
日
も
未
記
入
に
な
っ
て
い
る
。「
予
」
と
は
一
体

誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
、そ
し
て
何
時
頃
記
載
さ
れ
た
文
言
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

Ａ
─
う
本
の
奥
付
欄
に
出
版
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
田
能
村
小
斎

（
名
順
之
助
）
が
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
記
録
し
『
悉
皆
改

制
諸
事
倹
約
』
と
表
記
さ
れ
た
史
料
が
、
現
在
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
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館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
４
）。
こ
の
史
料
の
冒
頭
部
分
に
田
能
村
家
の
系
譜
が

収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
小
斎
の
妻
に
つ
い
て
記
載
し
た
部
分
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
十
二
年
己
卯
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
年
二
十
九
才　
　
　

俗
名
豊

清
澄
院
竹
操
孝
貞
大
姉　
　

‌�

左
海
立
花
尚
斎
長
女　

田
能
村
三
世

順
之
助
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
法
名　

釈
尼
孝
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�
清
澄
院
竹
操
ノ
号
ハ
浄
春
寺
ヨ
リ
授

カ
ル

と
い
う
文
言
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
入
手
し
た
本
の
書
込
み
中
に

「
昨
二
月
妻
大
患
ノ
際
ニ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
文
言
と
符
合
す
る
。
さ

ら
に
、
上
記
し
た
書
誌
事
項
Ａ
─
う
本
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
刊
行
年
表
示

が
「
明
治
十
二
年
第
二
月
六
日　

出
版
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
併

せ
て
み
る
と
、「
予
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
田
能
村
小
斎
を
指
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
書
込
み
中
に
昨
二
月
妻
大
患
の
際
と
の
文
言
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
記
述
し
た
年
月
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
頃
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

五
、
明
治
十
二
年
版
『
山
中
人
饒
舌
』
七
種
の
刊
行
経
緯

　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
版
行
さ
れ
た
『
山
中
人
饒
舌
』
は
、
半

紙
縦
長
本
三
種
と
特
小
本
四
種
の
二
型
式
・
七
種
の
本
が
造
ら
れ
て
い
る
。

刊
行
年
か
ら
み
て
も
、
は
じ
め
に
出
さ
れ
た
の
は
Ａ
型
式
の
半
紙
縦
長
本

で
、
次
い
で
Ｂ
型
式
の
特
小
本
が
出
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。

で
は
Ａ
型
式
三
種
と
Ｂ
型
式
四
種
の
版
行
順
序
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

Ａ
型
式
の
半
紙
縦
長
本
は
す
べ
て
同
一
の
版
木
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

本
の
大
き
さ
や
表
題
紙
な
ど
細
部
に
お
い
て
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

Ａ
型
式
三
種
の
刊
行
年
表
示
を
み
る
と
、
Ａ
─
あ
本
が
「
明
治
十
二
年
三

月
四
日　

翻
刻
御
届
」、
Ａ
─
い
本
が
「
明
治
十
二
年
第
三
月　

出
版
」、

Ａ
─
う
本
が
「
明
治
十
二
年
二
月
六
日　

御
届
／
同
年
三
月　

出
版
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
二
年
三
月
に
出
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ

う
が
、
統
一
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
で
は
、
Ａ
型
式
の
内
最

初
に
出
さ
れ
た
の
は
ど
の
本
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
入
手
し
た
本
の
書

込
み
中
に
、「
重
助
強
テ
此
冊
ヲ
改
版
セ
ン
ヿ
ヲ
乞
フ
」
と
の
記
述
が
あ

る
か
ら
、「
出
版
書
林
」
の
一
人
と
し
て
山
本
重
助
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
Ａ
─
い
本
よ
り
も
先
に
出
さ
れ
た
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
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て
、
最
初
に
版
行
さ
れ
た
『
山
中
人
饒
舌
』
は
Ａ
─
あ
本
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
Ａ
─
あ
本
は
、「
嘉
永
七
年
甲
寅
四
月
原
版
」
と
同
一
の
版

木
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
当
初
田

能
村
小
斎
は
こ
の
本
以
外
に
小
本
縦
長
本
型
式
の
『
山
中
人
饒
舌
』
を
造

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
Ａ
型
式
の
『
山
中

人
饒
舌
』
二
種
を
造
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
本
屋
が
引
き
起
こ
し
た
違

法
行
為
の
所
為
で
あ
っ
た
。
最
初
の
Ａ
─
あ
本
が
版
行
さ
れ
た
あ
と
大
阪

の
本
屋
山
本
重
助（
５
）が

、「
段
々
身
元
零
落
ニ
付
屡
ハ
賓
ヲ
訴
フ
」
て
小
斎

に
改
版
を
乞
う
て
く
る
。
そ
し
て
、
大
阪
の
漢
学
者
藤
沢
南
岳（
６
）に

依
頼
し

た
題
言
を
挿
入
し
表
紙
を
三
方
折
込
み
表
紙
に
変
え
る
な
ど
の
部
分
的
な

改
装
を
行
っ
て
、
新
た
に
造
ら
れ
た
の
が
Ａ
─
い
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
改
版
に
際
し
重
助
が
、
奥
付
か
ら
「
田
能
村
氏
蔵
版
」
の

部
分
を
削
除
し
、
出
版
人
を
明
確
に
示
さ
な
い
表
記
を
行
う
違
法
出
版
を

し
た
た
め
に
、
小
斎
は
官
（
管
轄
官
庁
は
内
務
省
）
か
ら
尋
問
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
小
斎
は
「
予
ガ
名
ヲ
省
ク
」
と
い
う
違
法
行
為
は
本
屋
重

助
に
よ
る
「
狡
點
ヨ
リ
起
レ
ル
也
」
と
弁
明
し
、
官
側
も
彼
の
正
当
性
を

認
め
た
よ
う
で
「
歎
願
可
致
ト
」
控
訴
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
し
か

し
小
斎
は
控
訴
を
断
念
し
て
い
る
。
理
由
は
、「
願
書
控
ヲ
不
止
置
」
の

処
置
が
自
己
の
過
ち
で
あ
っ
た
と
認
め
た
こ
と
と
、「
一
旦
予
ガ
出
版
名

ヲ
仮
（
借
）
而
流
レ
バ
、
願
書
ハ
一
時
物
ナ
レ
バ
売
物
ノ
本
ハ
残
ル
」
と

思
案
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
だ
が
本
屋
の
な
し
た
小
賢
し
い
行
為

を
、「
官
ヲ
ア
ザ
ム
キ
余
（
予
）
ヲ
愚
労
（
弄
）
ス
ノ
罪
小
事
ト
雖
大
ナ
リ
」

と
し
、
重
助
の
「
書
林
狡
點
心
ヨ
リ
出
版
名
ヲ
乗
（
載
）
セ
テ
捌
ン
策
」

に
激
怒
し
た
小
斎
が
、何
も
せ
ず
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
た
と
は
思
え
な
い
。

小
斎
が
重
助
の
違
法
出
版
へ
の
対
処
策
と
し
て
考
え
出
し
た
の
が
、
Ａ
─

う
本
の
版
行
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。一
つ
目
は
、Ａ
─
う
本
奥
付
の
出
版
記
載
を「
明

治
十
二
年
二
月
六
日　

御
届
／
同
年
三
月　

出
版
」
と
出
版
条
例
に
即
し

た
記
載
の
仕
方
に
変
更
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
己
の
行
っ
た
版

行
こ
そ
が
正
当
な
出
版
で
あ
り
、
重
助
の
行
っ
た
版
行
が
不
法
な
出
版
で

あ
る
こ
と
を
、
世
間
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
二
つ
目
は
、『
発
売
人
』
と
し
て
新
た
に
河
内
屋
浅
井
吉
兵

衛
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
兵
衛
は
享
保
期
か
ら
の
営
業
が
確
認

で
き
る（
７
）老

舗
の
本
屋
で
、
河
内
屋
一
統
に
属
し
て
い
る
有
力
本
屋
の
一
人

で
あ
っ
た（
８
）。
山
本
重
助
は
書
込
み
を
み
る
と
元
は
「
河
内
屋
卯
兵
衛
ノ
手

代（
９
）」

で
あ
っ
た
か
ら
、
浅
井
吉
兵
衛
が
取
引
上
有
し
て
い
る
各
地
の
本
屋

へ
の
影
響
力
を
頼
み
と
し
、
重
助
が
製
作
し
た
本
の
売
捌
き
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
考
え
出
し
た
方
策
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か（

（1
（

。

　

Ｂ
の
特
小
本
は
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
す
べ
て
の
本
の
刊
行
年
表
示
が
「
明
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治
十
二
年
四
月
二
十
五
日　

翻
刻
御
届
」
と
な
っ
て
お
り
、
造
本
も
標
題

紙
と
奥
付
を
除
い
て
同
一
の
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
型
式
と
Ｂ
型
式
の

版
行
に
一
ヶ
月
ほ
ど
の
期
間
差
し
か
な
い
の
で
、
少
な
く
て
も
Ｂ
形
式
の

本
は
購
入
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
最
初
か
ら
特
小
本
へ
の
改
装
を
意

図
し
て
い
た
田
能
村
家
に
よ
る
出
版
計
画
の
一
環
と
し
て
造
ら
れ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
何
故
短
期
間
の
内
に
半
紙
縦
長
本
型
式
と
特
小
本
型

式
を
併
用
し
て
造
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
本
屋
と
し
て
前
川
善

兵
衛
、
倉
沢
柾
七
、
青
木
恒
三
郎
、
武
田
伝
右
衛
門
の
四
人
を
選
定
し
た

理
由（

（1
（

や
、
さ
ら
に
、
奥
付
に
前
川
善
兵
衛
と
倉
沢
柾
七
が
「
翻
刻
人
」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
青
木
恒
三
郎
と
武
田
伝
右
衛
門
の
二
人
は

「
発
行
者
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
な

ど
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
宿
題
と
し
た

い
。

五
、 

七
種
の
『
山
中
人
饒
舌
』
が
造
ら
れ
た
理
由

　

田
能
村
竹
田
の
高
弟
で
後
に
田
能
村
家
を
継
承
し
た
田
能
村
直
入
（
別

号
小
虎
）
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
売
茶
翁
高
遊
外
百
回
忌
を
賀

し
て
大
茶
会
を
催
し
、
翌
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
盛
会
だ
っ
た
茶
会

の
模
様
を
詳
細
に
記
し
た
『
青
湾
茶
会
図
録（

（1
（

』
を
出
版
し
た
こ
と
で
全
国

的
に
名
を
高
ら
し
め
、
以
後
画
界
に
お
け
る
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
た
南
画
家
で
あ
る（

（1
（

。
因
み
に
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
刊
行
さ

れ
た
見
立
番
付
『
全
国
書
画
集
鑒
』（
編
輯
兼
出
版
人
／
下
谷
区
万
年
町

二
丁
目
六
拾
壱
番
地
／
竹
村
貞
治
郎
改
版
）
を
み
る
と
、「
画
之
部
大
家
」

の
項
の
筆
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

そ
の
田
能
村
直
入
が
、「
夫
画
之
有
功
於
世
也
尚
矣
、（
中
略
）、
明
治

以
来
王
政
復
古
、
万
規
維
新
、
文
化
日
盛
人
心
月
開
、
区
々
起
学
校
成
勧

業
、
或
女
紅
唖
盲
、
皆
是
我
邦
未
曽
有
之
新
法
也
、（
中
略
）、
然
而
独
画

学
校
則
無
、
豈
不
一
大
欠
陥
哉
」
と
し
て
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年

八
月
十
五
日
付
で
京
都
府
知
事
槇
村
正
直
に
宛
て
て
画
学
校
設
立
の
請
願

書
を
提
出
す
る（

（1
（

。

　

直
入
は
画
学
校
設
立
の
た
め
の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
捻
出
し
よ
う
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
請
願
書
に
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
一
月
二
十
七
日
付
で
協
力
者
で
あ
っ
た

芝
田
竹
厓
宛
に
差
出
し
た
書
簡
を
み
る
と
、

（
前
略
）
画
学
校
の
事
色
々
御
心
配
と
推
察
候
、
僕
両
書
之
趣
旨
愚
案

仕
候
間
内
々
申
上
候
、
可
然
御
取
計
可
相
成
候

一
、‌�

五
千
円
官
ヨ
リ
御
下
ニ
相
成
候
円
金
ヲ
以
テ
公
債
ヲ
買
取
、
其
利

子
ヲ
以
テ
学
校
ノ
資
本
ト
ス
ベ
シ
、
但
十
ヶ
年
無
利
足
十
一
年
目
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ヨ
リ
五
朱
之
利
子
ヲ
官
ニ
収
メ
、
残
リ
利
子
ヲ
学
校
ニ
取
集
メ

三
十
ヶ
年
目
上
納
ス
、
学
校
資
本
金
三
十
年
ノ
間
ニ
凡
一
万
円
ニ

相
成
申
候
、
或
曰
、
五
千
円
ヲ
銀
行
ニ
預
ケ
利
子
ニ
廻
ス
モ
ヨ
シ

ト
、
何
レ
ニ
テ
モ
堅
護
ノ
方
ヲ
主
ト
ス
ベ
シ

有
志
寄
付
金

一
、
画
先
生
家
中�

一
千
円

但
シ
三
ヶ
年
ニ
割
合
出
金
ノ
コ
ト
、
是
ハ
皆
画
ヲ
以
テ
納
メ
シ
ム

ベ
シ

一
、
官
員
中�

一
千
円

但
シ
三
ヶ
年
ニ
割
合
出
金
ス
ベ
シ

一
、
諸
国
寄
付�

一
千
円

前
同
様
也
、
乍
去
此
金
高
ハ
多
少
難
料
、
此
方
此
一
法
有
妙
工
夫

異
日
可
成
、
乍
去
一
寸
内
々
可
申
上
候
、
寄
付
金
其
家
ニ
預
ケ
、

其
利
子
ヲ
年
々
学
校
ニ
納
ム
法
也
、
此
法
県
庁
ニ
相
談
ノ
上
ナ
ラ

デ
ハ
六
ヶ
敷
候
間
、
竹
中
、
国
繁
、
槇
村
ナ
ラ
バ
猶
妙
也
、
画
学

校
ノ
事
ヲ
少
シ
加
へ
添
書
有
之
度
候
事
、
善
ク
御
会
得
之
上
内
々

御
相
談
可
然
候
、
公
一
人
ニ
テ
モ
六
ヶ
敷
候
間
、
二
三
人
御
相
談

ニ
テ
御
取
計
可
相
成
候

一
、‌�

諸
先
生
家
之
説
ニ
従
ヒ
、
僕
モ
一
千
円
ハ
寄
付
可
仕
候
、
去
ナ
ガ

ラ
、
一
時
ニ
テ
ハ
六
ヶ
敷
候
間
、
十
ヶ
年
ト
定
置
キ
、
其
都
合
次

第
金
納
可
仕
候
、
其
義
臨
機
応
変
ト
御
推
察
可
被
下
候
、
能
参
レ

バ
一
ヶ
年
ニ
モ
納
メ
可
申
候

一
、
書
画
屋
中　

商
売
ノ
社
中
ヨ
リ
出
金
分
、
一
年
ニ
四
十
七
両
五
十
銭
位
也
、
商

売
社
中
百
戸
ア
ル
時
ハ
一
戸
ノ
出
金
四
十
七
銭
五
厘
也
、
此
分
ハ

至
テ
安
キ
コ
ト
ニ
覚
へ
申
候
、
乍
去
、
又
別
ニ
六
ヶ
敷
事
有
之
候

へ
バ
、
御
相
談
之
上
可
然
御
取
計
可
相
成

一
、
紙
屋
中

一
、
書
具
屋
中

一
、
筆
墨
屋
中

一
、
硯
屋
中

一
、
表
具
屋
中

一
、
遊
楽
画
人
中

　

合
〆　

但
納
金
ハ
前
回
同
様
三
ヶ
年
割
合
ニ
候
也�

一
千
円
也

　

総
計
五
千
円
也
、
此
金
円
モ
公
債
ヲ
買
ヒ
利
子
ニ
回
シ
候
へ
バ
、
一

年
ニ
千
五
百
円
ノ
利
子
ヲ
取
集
、此
利
子
九
千
円
ニ
相
成
申
候
間
、四
ヶ

年
目
ヨ
リ
其
五
千
円
ト
合
シ
、
六
千
円
ノ
金
高
ヲ
以
、
官
ヨ
リ
御
下
ゲ

ニ
相
成
候
五
千
円
ト
其
利
子
ヲ
相
合
ス
ル
ト
キ
ハ
、
一
万
二
千
円
余
ノ

金
高
ニ
相
成
候
、
其
利
子
ヲ
以
一
年
ニ
九
千
円
程
ノ
普
進
ニ
相
成
候
、

其
間
醒
花
亭
仮
学
校
ト
定
メ
、
若
シ
セ
マ
ケ
レ
バ
、
其
側
ニ
小
キ
物
ヲ
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立
テ
三
四
年
見
合
セ
候
へ
バ
、
資
本
金
モ
普
通
入
費
モ
相
調
可
申
候

と
記
さ
れ
て
い
て
、官
よ
り
の
下
げ
渡
し
金
五
千
円
及
び
有
志
寄
付
金（
画

先
生
家
中
・
官
員
中
・
書
画
屋
中
・
紙
屋
中
・
書
具
屋
中
・
筆
墨
屋
中
・

硯
屋
中
・
表
具
屋
中
・
遊
楽
画
人
中
）
四
千
円
に
、
自
己
負
担
金
一
千
円

の
計
一
万
円
の
寄
付
金
を
取
集
め
て
公
債
を
購
入
し
、
生
じ
て
く
る
利
子

を
集
積
す
る
こ
と
で
必
要
経
費
を
捻
出
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
直
入
は
請
願
書
の
提
出
後
す
ぐ
さ
ま
弟
子
の
平
尾
竹
霞
を
伴

い
、
播
州
、
三
備
、
伯
州
か
ら
遠
く
出
雲
の
資
産
家
た
ち
を
巡
り
資
金
獲

得
工
作
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
山
陽
道
、
山
陰
道
へ
の
巡
行
は
明
治
十

年
末
か
ら
翌
十
一
年
末
頃
に
か
け
て
な
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
明
治
十
一
年
三
月

及
び
四
月
に
出
さ
れ
た
『
山
中
人
饒
舌
』
七
種
の
版
行
と
時
期
的
に
符
合

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
て
も
『
山
中
人
饒
舌
』
の
刊
行
が
、

画
学
校
設
立
の
資
金
獲
得
の
た
め
に
な
さ
れ
た
田
能
村
家
に
よ
る
計
画
的

な
版
行
で
あ
り
、
実
務
責
任
者
の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
直
入
の
養
子
で

あ
る
小
斎（

（1
（

で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
な
い
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
直
入
が
請

願
し
た
画
学
校
は
、
紆
余
曲
折
の
末
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
七
月
京

都
御
苑
内
に
京
都
府
画
学
校
の
名
称
で
開
学
す
る（

（1
（

。『
山
中
人
饒
舌
』
版

行
時
に
お
け
る
小
斎
と
関
連
す
る
本
屋
と
の
関
わ
り
様
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
形
で
論
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
小
斎
に
つ
い
て
か

な
り
丹
念
に
調
べ
た
積
り
な
の
だ
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
点
に
つ

い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

　

京
都
府
画
学
校
の
設
立
に
際
し
、
直
入
が
寄
付
金
の
拠
出
を
想
定
し
て

い
た
職
種
の
中
に
本
屋
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
画
家
の
収
入
は
潤
筆

料
が
主
に
な
る
の
だ
か
ら
、
本
屋
よ
り
も
書
画
屋
の
方
を
重
視
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
多
く

の
関
係
機
関
で
調
査
を
行
っ
た
の
だ
が
、
明
治
初
年
期
の
日
本
画
関
係
の

論
稿
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
画
は
明
治
維
新
以
後

時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
だ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、

今
で
も
美
術
史
研
究
者
の
注
目
を
集
め
る
ジ
ャ
ン
ル
に
は
な
っ
て
い
な
い

ら
し
い
。
そ
う
し
た
認
識
は
出
版
史
研
究
者
も
同
様
で
、
明
治
期
の
絵
画

本
と
本
屋
の
関
係
に
注
目
し
た
論
稿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
不
明
な
点
が
き
わ

め
て
多
い
。し
か
し
、明
治
初
年
期
に
出
さ
れ
た
日
本
画
関
係
の
本
は
思
っ

て
い
た
以
上
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
明
治
十
一
年
か
ら
明
治
十
三
年
ま
で
の
年
代
に
絞
っ
て
粗
々
な

検
索
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
日
根
野
対
山
・
鈴
木
百
年
・
田
能
村
竹
田
・

中
林
竹
洞
・
森　

琴
石
五
人
の
画
家
の
刊
行
本
が
ヒ
ッ
ト
し
た（

（1
（

。
上
記
し

た
山
本
重
助
に
よ
る
違
法
出
版
も
、
当
然
利
益
が
見
込
め
る
と
考
え
て
取
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り
組
ん
だ
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
絵
画
本
ば
か
り
で
は
な
く

漢
学
・
漢
詩
文
本
も
含
め
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

明
治
初
年
期
に
お
け
る
漢
学
関
係
書
と
本
屋
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

注（１
）	

田
能
村
竹
田
に
つ
い
て
は
、
山
内
長
三
『
日
本
南
画
史
』
瑠
璃
書
房
、
一
九
八
一

年
、
藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
三
年
、
中
村
真
一
郎
・

河
野
元
昭
「
竹
田
」『
水
墨
画
の
巨
匠　

第
十
四
巻
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、

市
古
貞
次
等
編
『
国
書
人
名
辞
典　

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
静
岡

県
立
美
術
館
編
、
刊
『
文
人
の
夢
・
田
能
村
竹
田
の
世
界
』
二
〇
〇
五
年
な
ど
を

参
照
し
た
。

（
２
）	

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典　

第
六
巻
』　

吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
。『
山
中
人
饒
舌
』
本
文
に
つ
い
て
は
架
藏
本
の
他
に
。
竹
谷
長
二

郎
『
竹
田
画
論；

山
中
人
饒
舌
訳
解
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
、
竹
谷
長
三
郎

著
、
大
越
雅
子
改
訂
『
田
能
村
竹
田
画
論
『
山
中
人
饒
舌
』
訳
解
』
笹
間
書
院
、

二
〇
一
三
年
を
参
照
し
た
。

（
３
）	

国
文
学
研
究
資
料
館
編「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」を
参
照
し
た
。

（
４
）	

参
考
の
た
め
表
紙
と
巻
頭
に
記
さ
れ
た
系
譜
部
分
を
掲
載
す
る
。

（
表
紙
）

　
　

明
治
四
十
一
年
戊
申
三
月
十
日
甲
子
マ
テ

　
　
　
　
　

同
月
廿
一
日
先
孝
ノ
建
碑
祭
迄
決
定
可
致
事

　
　
　

悉
皆
改
制
諸
事
倹
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
鹿
ケ
谷
町
若
王
子
町
拾
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
主　
　
　

士
族
田
能
村
順
之
助

（
系
譜
）

　
　

田
能
村
三
世
墓
院

　
　

大
坂
市
天
王
子
町
口
縄
阪

　
　

浄
春
寺　

総
本
山
ハ
吉
祥
山
永
平
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
六
年
丁
酉
年

　
　

隨
縁
院
竹
田
補
拙
居
士　

天
保
六
年
乙
末
八
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
年
五
十
有
九　

俗
称
田
能
村
行
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

明
治
四
十
年
丁
未
一
月
廿
一
日　

誕
生
日
文
化

十
一
年
甲
戌
二
月
十
五
日

　
　

豊
凞
院
竹
翁
通
仙
居
士　

行
年
九
十
四　

俗
称
田
能
村
小
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

四
十
年
二
月
二
日
神
楽
岡
へ
神
葬
ス
（
一
月

二
十
三
日
密
葬
）

　
　

慶
徳
院
順
天
弘
運
居
士　

号
小
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

明
治
四
十
二
年
己
雄
酉
歳
十
二
月
三
十
一
日
午

前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

九
時
逝
去
時
年
六
十
有
五　

俗
称
田
能
村
順
之

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翌
四
十
三
年
一
月
五
日
神
楽
岡
へ
神
葬
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
十
二
年
己
卯
二
月
二
十
三
日

　
　

清
澄
院
竹
操
孝
貞
大
姉　

行
年
二
十
九
才　

俗
名
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
海
立
花
尚
斎
長
女
田
能
村
三
世
順
之
助
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
法
名　

釈
尼
孝
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
澄
院
竹
操
ノ
号
ハ
浄
春
寺
ヨ
リ
授
カ
ル
。

（
５
）	

山
本
重
助
は
、
明
治
十
二
年
六
月
に
『
山
陽
遺
稿
』、
同
年
十
二
月
に
『
高
青
邱

詩
鈔
』
と
い
う
漢
学
関
連
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
小
斎
へ
『
山
中
人
饒
舌
』
改
版
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を
乞
う
て
き
た
の
も
、
自
身
の
本
屋
経
営
を
立
て
直
す
た
め
の
方
策
と
し
て
行
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
６
）	
藤
沢
南
岳
は
漢
学
者
東
畡
の
子
で
、
父
の
起
こ
し
た
私
塾
泊
園
書
院
を
継
承
し
門

人
育
成
に
従
事
し
な
が
ら
、
明
治
期
に
『
増
補
元
明
史
略
便
蒙
』、『
評
釈
韓
非
子

全
書
』、『
日
本
通
史
』、『
増
註
十
八
史
略
本
』
な
ど
多
く
の
本
を
刊
行
し
た
漢
学

者
で
あ
る
。『
悉
皆
改
制
諸
事
倹
約
』
を
み
る
と
交
際
歴
「
直
入
八
十
年
小
斎

五
十
余
年
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が

知
れ
る
。
そ
う
し
た
関
係
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
直
入
の
死
に
際
し
順
之
助
（
号

小
斎
）
が
碑
銘
録
へ
の
揮
毫
を
依
頼
し
て
い
る
。

（
７
）	

井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
。

（
８
）	

浜
田
啓
介「
近
世
後
期
に
於
け
る
大
阪
書
林
の
趨
向
─
書
林
河
内
屋
を
め
ぐ
っ
て
」

『
近
世
文
芸
』
三
、一
九
五
六
年
。

（
９
）	

明
治
四
年
刊
『
実
学
究
理
土
性
弁
』
奥
付
の
「
諸
国
弘
通
書
肆
」
中
の
一
人
と
し

て
「
大
阪　

河
内
屋
重
助
」
の
名
前
が
見
出
せ
る
。

（
10
）	

山
本
重
助
が
明
治
十
二
年
に
『
高
青
邱
詩
鈔
』
上
・
下
二
冊
本
を
出
版
し
て
い
る
。

奥
付
を
記
す
と
、

明
治
十
二
年
六
月
二
日　

出
版
御
届

同　
　
　

年
十
二
月　
　

刻
成

　
　
　
　

編
輯
人　

故
人　
　
　
　

広
瀬
旭
荘

　
　
　
　

出
版
人　

大
阪
府
平
民　

山
本
重
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
区
阿
波
座
中
通
二
丁
目
十
九
番
地

　
　
　
　

発
兌
書
肆

　
　
　
　
　
　

西
京　
　
　
　
　

北
村
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

佐
々
木
慶
助

　
　
　
　
　
　

東
京　
　
　
　
　

岡
田
文
助

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

松
田
幸
助

　
　
　
　
　
　

紀
伊
和
歌
山　
　

平
井
文
助

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

野
田
大
次
郎

　
　
　
　
　
　

大
阪　
　
　
　
　

岡
田
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

松
田
正
助

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

鹿
田
静
七

　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

赤
志
忠
七　

	

で
あ
る
、
記
さ
れ
た
発
兌
書
肆
の
内
、
西
京
の
北
村
四
郎
兵
衛
、
東
京
の
岡
田
文

助
、
和
歌
山
の
平
井
文
助
は
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
山
本
重
助
が
出
版
し
た

『
山
中
人
饒
舌
』（
Ａ
─
い
本
）
に
も
取
次
書
肆
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
三
人
は
す
べ
て
江
戸
期
か
ら
の
営
業
が
確
認
で
き
古
く
か
ら
浅
井
吉
兵
衛
と
関

係
が
あ
っ
た
本
屋
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
吉
兵
衛
に
こ
の
三
人
の
本
屋
に
違
法
本

を
扱
わ
な
い
よ
う
に
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
山
本
重
助
の
売
捌
き
を
規
制
し

よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　

（
11
）	

や
や
後
の
本
に
な
る
が
『
古
今
名
家
南
画
一
覧
』（
出
版
人
大
阪
赤
志
忠
七
、
明

治
十
三
年
九
月
出
版
）
の
中
に
、「
諸
国
文
人
書
画
法
帖
売
弘
所
」
と
し
て
「
東

京　

岡
田
文
助
・
西
京　

北
村
文
石
堂
（
四
郎
兵
衛
）・
大
阪　

前
川
善
兵
衛
・

同　

倉
沢
柾
七
・
同　

小
谷
卯
兵
衛
・
同　

浅
井
吉
兵
衛
」
の
名
が
見
出
せ
る
。

（
12
）	『
青
湾
茶
会
図
録
』
奥
付

　
　

文
久
三
年
癸
亥
仲
夏
新
鐫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
能
邨
氏
藏
梓

　
　
　
　
　
　

執
事　
　
　
　

煙
嵐
社
／
白
頭
社
／
随
意
社

　
　
　
　
　

発
行
書
林　
　

江
戸
日
本
橋
通
一
丁
目　

須
原
屋
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌�

京　

東
洞
院
二
条　

大
文
字
屋
正
助
／
同　

麩

屋
町
姉
小
路　

俵
屋
清
兵
衛
／
同　

三
条
通
柳

馬
場　

北
村
四
郎
兵
衛
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‌�

大
阪
心
斎
橋
通
安
土
町　

藤
屋
禹
三
郎
／
同　

心
斎
橋
唐
物
町　

河
内
屋
吉
兵
衛

（
13
）	

奥
田
天
門
編
、
刊
『
直
入
先
生
系
伝
』
石
敢
堂
書
房
（
発
売
）、
一
九
〇
八
年
、

梅
沢
精
一
『
日
本
南
画
史
』、
洛
東
書
院
、
一
九
一
九
年
、
湯
川
玄
洋
編
、
刊
『
近

世
雅
人
伝
下
』
一
九
三
〇
年
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
14
）	

瀬
木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
─
書
画
の
価
格
変
遷

二
〇
〇
年
』
里
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
15
）	

浦
崎
永
錫
『
日
本
近
代
美
術
発
達
史
』
日
本
近
代
美
術
発
達
史
刊
行
会
、

一
九
五
九
年

（
16
）	

渡
邊　

勝
『
直
入
居
士
』
京
都
画
神
堂
、
一
九
二
五
年
、
松
尾
芳
樹
「
画
学
校
出

仕
に
つ
い
て
」『
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報
』
一
八
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
。

（
17
）	

珍
物
子
編
『
珍
物
画
伝
』（
楽
山
堂
書
房
、
一
九
一
一
年
）
を
み
る
と
、
小
斎
に

つ
い
て
「
弘
化
二
年
三
月
播
磨
国
加
西
郡
北
条
村
の
大
野
家
に
生
れ
た
、
七
歳
の

時
故
直
入
の
養
子
と
為
つ
て
江
戸
の
春
木
南
溟
に
画
を
学
び
大
阪
の
後
藤
松
蔭
に

漢
学
を
教
は
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
小
斎
が
直
入
の
養
子
と
な
っ
た
の

は
安
政
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
18
）	

京
都
府
画
学
校
の
設
立
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
16
）
及
び
松
尾
芳
樹
「
京

都
府
画
学
校
の
教
育
」『
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年
報
』
一
九
、
京
都

市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
、
同
「
京
都
府
画
学
校
の
研
究
」『
加

島
美
術
研
究
年
報
第
二
八
号
別
冊
』鹿
島
美
術
財
団
、二
〇
一
一
年
を
参
照
し
た
。

（
19
）	

記
載
す
る
に
つ
い
て
は
奥
付
に
記
さ
れ
た
住
所
部
分
の
表
記
を
省
略
し
た
。

	

①‌�

日
根
野
対
山
…
『
対
山
画
譜
』
明
治
十
二
年
三
月
廿
五
日
翻
刻
御
届
／
同
六
月

出
版
／
編
輯
人
井
沢
保
治
／
翻
刻
出
版
長
野
県
伊
藤
甲
造
・『
対
山
画
譜
』
明

治
十
二
季
九
月
十
七
日　

御
届
／
同
十
月
出
版
／
編
輯
人
井
沢
保
治
／
出
版
人

東
京
府
大
川
錠
吉
／
発
売
人
東
京
府
瀬
山
直
治
郎

	

②‌�

鈴
木
百
年
…
『
画
法
筌
蹄
』
明
治
十
二
年
十
一
月
廿
五
日
版
権
免
許
／
同
十
三

年
一
月
出
版
／
著
述
者
京
都
府
鈴
木
百
年
／
出
版
人
京
都
府
菱
沢
重
兵
衛
／
印

章
篠
田
芥
津
／
彫
刻
中
村
友
七

	

③‌�

田
能
村
竹
田
…
『
竹
田
画
譜
』
明
治
十
二
年
九
月
十
五
日
御
届
／
同
十
月
刻
成

／
編
輯
人
井
沢
保
治
／
翻
刻
出
版
人
愛
知
県
丹
羽
駒
吉

	

④‌�

中
林
竹
洞
…
『
竹
洞
画
譜
』
明
治
十
三
年
一
月
十
九
日
翻
刻
御
届
／
同
九
月
出

版
／
画
工
故
人
中
林
竹
洞
／
翻
刻
出
版
人
東
京
府
田
中
菊
雄

	

⑤‌�

森　

琴
石
…
『
名
家
画
譜
』
明
治
十
三
年
三
月
二
十
四
日
出
版
／
編
輯
者
大
阪

府
森　

琴
石
／
出
版
人
大
阪
府
吉
岡
平
助
／
同
堺
県
吉
住
音
吉
／
発
兌
人
大
阪

府
大
野
木
市
兵
衛
／
同
松
村
九
兵
衛
／
同
前
川
權
兵
衛
／
同
柳
原
喜
兵
衛
／
東

京
内
田
弥
兵
衛
／
同
若
林
喜
兵
衛
／
同
長
野
亀
七
、
西
京
田
中
治
兵
衛
／
同
風

月
庄
左
衛
門
／
尾
張
名
古
屋
片
野
東
四
郎

付　

資
料
閲
覧
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
関
係
諸
機
関
に
深
謝
致
し
ま
す
。


